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儲晶調査の集計結果

マイコンによる備品管理

金沢康夫(鉱床部)･山田敬一(企画室)

奡獵������楣����

1はじめに

地質調査所企画室では毎年度各部から購入備品につ

いてr備品カｰド｣の提出を求め備品の整理を行って

いる.備品カｰドは文献カｰドと同様にその枚数

が少狂い間は手作業により整理可能である.ところカミ

整理すべき量が多く怒るに従い人力では収拾つか狂く

なってくる.事実最近の研究業務の拡大と多様化が

進む一方昭和54年度には筑波への庁舎移転が重なった

ため管理すべき備品が急増した.これに伴いカｰド

整理の作業量が増大してきている.

当所では予算と給与計算についてはすでにオフィス

コンピュｰタによる管理が行われているが物品管理に

ついてはまだ同コンピュｰタ利用の緊急度が低いようで

ある･そこで昭和57年度の初めにマイコンを利用し

た備品のファイル管理を試みた.ファイル管理にはい

くらかの市販プログラムが出まわっているがいずれも汎

用性を重視しているため企画室の管理要求仕様と合致

したかった.備品管理はプログラム作成から出発した

わけである.実質2ヵ月間ぐらいの試行錯誤の末プ

ログラム作成デバッグ54-56年度備品デｰタの入力

及び集計処理を終了しいくらかの作業結果が得られた.

この機会に紙面を借りて当所における物品管理の種類

と整理企画室業務用に作成したプログラムの概要と集

計処理結果及び今後の問題点等について述べてみたいと

思う.

2物品管理の目的と情報の種類

一口に物品管理と言っても官公庁と民間企業ではそ

の意味合いは多少異なってくる｡と言うのは前者が

当然ながら多分に法律的規制を受けているからである.

例えば国の場合物品管理の意義は国有財産である物品

の目的に応じた効率的運用であって物品管理はr財政

法｣一r物品管理法｣により規定されている.この中

では物品管理に係わるいろいろな諸手続きや物品帳簿

による整理カミ義務づけられている.しかし仮りに法

律的規制を除いたとして卒業務の推進や効率的な運用

等の理由により物品管理の必要性が大きいことは民間

と同様である｡特に地質調査所のような調査･研究

機関においては研究業務のノ･一ドウェァ的側面をサ

ポｰトする上で研究物品の有効利用にからむ管理は重

要である.

物品管理は管理する立場上の違いにより事務処理する

内容が異なってくる.ここで一度物品管理に必要な

情報の種類または項目にどのようなものがあるか管理

する立場の違いから列挙してみる.

a｡物品管理官一管理業務は代理官や代行機関である

物品係が行う･情報の整理には物品管理簿及びその補

助簿が用いられている.記載項目には物品の異動年月

目整理区分整理記号番号物品名規格異動に係

る数量及び価格供用中の物品や内訳等が含まれる.

b.物品出納官一物品出納簿による保管物品が整理さ

れているが出納簿の記載項目は物品管理簿と一部重複

している.

6･物品供用官一管理業務は庶務係や各部事務係が行

う･整理は物品供用簿により行い記載項目は物品管

理簿と一部重複するほか供用する職員の氏名等が含ま

れる.

なおabc各担当官には帳簿整理のほかに

種々の諸手続の執行が伴っている.

d.契約係一物品の取得に関して当該物品の品目数

量規格価格取得時期と場所取得原因及び取引先

の管理を行わなければたらない.

e.企画室一予算に係わる研究用備品の管理が必要で

ある.特に必要なのは研究推進のための購入予定備品

の規格･性能の審査である.また各研究グルｰプの

備品保有状況調査共用機器の把握予算項目ごとの管

理は経常的に行う必要カミある.

f.研究ゲルｰプ長等一購入備品の規格･性能調査購

入手続き保有備品の管理物品を供用する職員の設定

等を行わなければたらない.�
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第1図備品カｰド

g.各物品供用職員一物品の直接的管理に係わる使用

状況記録修理の発注と記録交換部品や消耗品の使用

把握等が必要である.

以上物品の管理に関してずいぶん多くの管理項目カミ

存在することを理解していただけたと思う.コンビ回ユ

ｰクによる管理を行う場合それぞれの利用者に対する

計算機種のグレｰドやプログラムが異なるため統一的

取扱いはかなり困難である.今後現状に合わせた事

務の優先度を決め順次事務処理の効率化を図ることが

必要であろう｡しかしこれらの例ではかたり共通的

に取扱える項目もあるのでコンピュｰタ処理の導入時

にはそのことを配慮すべきである.

さて物品の話を備品の場合に絞ると備品について

の共通的管理項目をファイルするものとして以前当所

において備品カｰドが考案された｡備品カｰドは54年

度以来第1図にあるようなホｰノレソｰト方式が採用され

ている.前述したように企画室ではこの備品カｰド

を毎年各物品供用官より提出してもらい整理しているわ

けである.第1図の備品カｰドは移転時に作成された

ものなので輸送に関する項目が含まれているがこれ

を除くと記載項目は次のとおりである.

備品番号(=備品記号番号十整理番号)

品名

備品区分

メｰ力一

型式･規格

購入年月

購入価格

購入先

予算項目

機器の種別

寸法

付属品の有無

使用電力･水量

以上の①～⑫の項目は備品を購入した時点で内容が決

定されてしまい改造等を行わない限り将来とも変更カミ

たい固有値である一

この他に内容変更の可能性がある項目としては

⑭供用部課

⑮供用者名

⑯設置場所

⑰供用換の有無�



かある.若干の補足をしておくと①の備品番号とは

物品係が作成した物品品目記号番号に購入年度ごとの整

理番号を付したものである･⑩の機器の種別は物品管

理法施行令に基ずく区分方法である.

以上の17項目は物品管理に関しではかなりの情報が含

まれていると言える･狂お備品カｰドの周囲には検

索用通し穴が設けられておりパンチすることにより

備品番号購入年度購入価格予算項目機器の種別

供用部課設置場所等の項目が検索可能となっている･

3物品管理プロゲラムと機能

企画室で備品カｰドを整理する場合必ずしも前節で

挙げた17項目すべてを必要とするわけでない.まだ

収集した備品カｰドの記載状況を見ると物品供用官の

範ちゅう以外の項目もあるので記入もれの項目も多い.

企画室ではマイコンによるデｰタファイルヘの登録項目

として第1表にあるように11項目を選んだ.この他

第1表のとおり①備品記号番号②個数③備品区分⑦

予算項目⑧購入個i格⑨供用部･室の6項目については

言わゆる“コｰド化"し入力時の簡略化と検索作業の

プログラム1

協�吉��

初期設定����

作業メニュｰ����

��テｰタの斤規入力��

��テｰタの追加,変更�削除�

��テｰタの表示/印刷��

��インデックスブテイルの保存��

�乄��

��プログラム2��

協�吉��

初期設定����

作業メニュｰ����

�テｰタ検索���

��デｰタのソｰティング��

��備品記号番号と備品名･備晶数の出力��

��インデツクスファイルの保存��

�乄��

甲��プログラム3��

鵬月設定����

作業メニュｰ����

��購入棚格帯別分析��

�部�室別分析��グｰ

����フ

����フ

��予算項目別分析��出

����力

��備晶区分別分析��

�END､���

プログラム3

第2図プログラムの流れ

第1表登録申の管理項目

番号

インアックス*〕

項目名

フアイル

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

備品記号番号O

個数○

備品区分○

整理番号

備品名

メｰ力一･型式等

予算項目○

購入価格○

供用部･室O

供用者名

設置場所

*〕○印の項目はコｰド化された形でインデックスファイルに

登録されている｡

高速化に備えた｡

プログラム作成は當士通マイクロ8(ミニフロッピｰデ

ィスク使用)を用いて備品カｰドのフアイル処理を念頭

に置いて行った･ミニフロッピｰディスケットの記億

容量の関係で年度ごとに1つのデｰタファイノレを作成

した.ファイルには備品カｰドと同数のレコｰド(1

レコｰド=256バィト)が確保され項目内容はすべて文字

型として記録されている･デｰタを検索･統計処理す

るために上述のコｰド化した項目についてはインデッ

クスファイルとして別ファイルを用意した.磁気ディ

スク上ではマスタｰファイノレカミランダムファイノレイン

デックスファイルがシｰケンシャノレファイノレと放ってい

る.

作業手順に従いプログラムを次の3つの小プログラム

に分割した.

プロゲラム1:備品リストの作成

プ回ゲラム2:備品の検索

プロゲラム31備品デｰタの統計処理

各プログラムはBASIC言語で約300行の長さよりできて

いる.各プログラムの作業手順を第2図に示す･

プログラム1は前述した11項目の内容を新規入カ追

加変更削除及びリスト出力するためのものである.

新規入カと追加では入ガl1頁に自動的にレコｰド番地が割

当られ11項目入カ後逐次マスタｰファイルに記録される.

入力に並行してコｰド化された項目についてはそのコｰ

ド番号とレコｰド番地が配列変数内に貯えられジョブ

の最後にインデックスファイルとしてディスクに記録さ

れる｡変更･削除の場合はデｰタのレコｰド番地を入

カしてデｰタを読込み必要恋処理をする･プログラム

1の入力例(CRT表示)を第3図に示しておく.�
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第3図プログラム1の入力例デｰタ内容の変更の場合添表示されている.*印は新規入力及び追加の場合に表示される.

プログラム2は検索及びソｰティングを行う.検索成されているので処理プログラムの追加により研究業

項目は備品記号番号予算項目供用部･室それに購入務に対する備品供給の実態等がいろいろ分析できると考

価格の4種類である.この4種類の検索は項目ごとのえられる.

個別検索と組合せ(AND演算のみ)検索が可能である.

検索はインデックスファイルで行い該当するデｰタカミ

あればそのレコｰド番地(マスタファィノレ)の中味を引用

する.ソｰティングは備品記号番号と購入価格の2項

目について行い処理後はデｰタが昇順で並べかえられ

ている･ソｰティングはインデックスファイノレのみに

ついて行いマスタｰファイルに影響はない.備品記

号番号をソｰティングした後には備品記号番号と対応

する備品名と備品数の一覧表も出力できる.第2表に

備品リストの検索例を示す.これは56年度購入備品に

ついて検索項目を価格が800万円以上として価椥11頁に

出力したものである.この例では購入価格は検索前に

ソｰティングされていることになる.

プログラム3では備品デｰタの統計処理を行う.統

計処理は主に備品数と購入価格の関係を中心に行った.

現在プログラムされている処理の種類は

供用部･茎ごとの購入価格帯と備品数の関係

予算項目ごとの購入価格帯と備品数の関係

備品区分ごとの購入価格帯と備品数の関係

購入価格帯と備品数の関係

の4つである.ここで言う購入価格帯と備品数の関係

とはある価格幅の範囲内に備品数がどれだけあるかを

いろいろな価格幅に切って調べることを意味する.統

計処理後は表出力とグラフ出カガミ行えるようにしてある.

すでに54-56年度の3カ年の備品デｰタファイルが件

4備品調査の集計結果

これまでに紹介した備品管理プログラムを使用して

集計した備品購入の実態のいくつかをグラフあるいは表

の形で示すことにしよう.ただし54-56年度の当所

における備品購入は筑波移転とそれに関連する言わゆ

る更新備品の整備により他の年度とはかなり異なる

傾向であるので集計結果の解釈には十分な注意力泌要

である.参考までに51-57年度について予算項目の

備品･割合(予算書)を第4図に示しておくので以下の

結果と対比していただきたい.

a.各部の集計

54-56年度の各部の備品購入額の割合を第5図に円グ

ラフにより表わした｡このグラフを見ると年度ごとに

各部の備品購入の変遷が読み取れる.まず54年度に

ついてみると54年度が筑波移転の年に当るため備品の

多くが更新･整備されたという背景カ坂映されている.

技術部鉱床部地質部といった部が円グラフを占める

割合が大きいのは従来これらの部が高額備品の蓄積カミ

多かったためである･技術部は質量分析計を中心とす

る分析装置鉱床部と地質部はX線分析関係の備品カミそ

の主なものである.55-56年度は言わゆる更新備品

とともにプロジェクトや特研部である地殻熱部海洋

地質部が台頭して来ている･特に研究予算の割合から

みて海洋地質部の備品購入が際立っているのは公害

研究開運の分析機器や海洋地質･資源の物理探査･解析

装置カミ多'く導入されたからである.地殻熱部は地熱開�
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策2表備品リスト(昭和56年度購入.800万円以上)
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発プロジェクトで地熱デｰタベｰス作成のための備品購

入カミ群を抜いている.一方地震予知プロジェクトを

かかえる環境地質部においては研究費の使途が野外調査

や観測に重点配分されているため備品の購入はそれほ

ど大きくない｡

ついで各部の購入価格に対する備品数内訳を56年度

年度

�

�

�

�

�

�

�

〰����

��

を例にとって第6図で見てみよう.備品数全体として

は海洋地質部地殻熱部環境地質部の順で次に地質部

かくる.しかし50万円以上の備品数では上位3部の

次に鉱床部技術部地質部の順となりこの順位がそ

のまま第5図の購入額割合の順位と対赤していることカミ

わかる.要するに各部の購入総額は高額備品の有無に

区轟1.工技院特別研究

魎2.経常研究

麗3.完記気

騒萎翻∠L公害防止技術

口1.国際産難術

麗麗6.研究設備整備費

醸7.研究設箆兼整備費

(更新備ロロ)

第4図

予算項目中の備品額の割合

(昭和51-57年度)�
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7.92･8
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左右されるということになる.

“

89堅

物理探査部55地殻熱部

72.0〃εη43.3

地質部

τ3.3.73.5

海洋頬部

��

b一価格に対する備品数の頻度分布

購入価格をある価格幅で区切りその幅に含まれる備

品数を調べたのが第7図である･第7図より54-56

年度の3つの頻度分布に共通した特徴が認められる.

共通特徴の1番目としては購入価格の平均値がいずれも

ほぼ同一である(54年度一483千円55年度一526千円56年

度一525千円).2番目にグラフの全体的ピｰクカミ平均

価格より低価格側のほぼ5万円の近傍にある.そして

プ｡三〃

"幻“

おリフ“

カイコう{三'ソフ“

切手ヨ帖…'犯“

争〃斜フ■
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ぎ

海洋噸部

5639･7

〃εη

地殻熱部

㌶�

��

第5図各部の備品購入額の割合

(･)54年度(b)55年度(･)56年度

(数値は%を表わす.)

最後にグラフ上に矢印で示したように共通的ないくつ

かの頻度突出の価格帯があることである･特に1万円

近傍(O.7-1万円)と5万円近傍(3.6-5万円)及ぴ50万

円近傍(36-50万円)の価格帯は3年度とも頻度が高いと

言える｡最初の1万円近傍の価格帯には折りたたみ

いすや電卓をはじめとする庁用備品の多くが含まれてい

る･5万円近傍価格帯の高頻度は企画室が雑備品と定

義している研究用備品や庁用備品の多くが含まれている.

この価格帯の備品数が特に突出しているのは興味深い.

市場に出回っている商品(備品に限定)を想像するとこ
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第6図

各部の購入備品数と価格の内訳

(昭和56年度)

上図:実数下図:割合�
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の価格帯の商品の種類がいろいろの理由で非常に多いの

であろう､3番目の36-50万円価格帯のピｰクは2つ

の可能性が考えられる､1つには購入製品の質と価格

からみてこの価格帯に性能的に満足できるものあるい

は買いやすいものか多いのであろうという解釈が成り立

つ.もう一つには50万円以上の備品については会計

検査院等への報告義務が生じ50万円以上と未満におい

ては事務や書類上の取扱いカミ異校ってくるため極力50

万円未満におさえるように努力されているからだという

見方である.

しかしながら価格帯と頻度の関係を言うにはもう少

し統計的な解析と備品種の吟味が必要であろうと思われ

る.

く1叩{抑タ)}

く!o9{棚ヲ〃

第7図

価格に対する備品数(･)54年度(b)55年度

(･)56年度

矢印で示されている数値は0.5÷0.4～0.5万円

くlog㈱2)>1÷0.7～1.0万円5÷3.6～5.0万円36÷26

～36万円50÷36～50万円96÷69～96万円

の価格幅を示す･aV･は平均価格を示す.

C.頻度の高い備品

最後に56年度購入備品について頻度の高い(8個以上)

備品を第3表に列挙する.この中でいす電卓等の

庁用備品を除く研究用備品についてみるとカメラク

リノメｰタ地震計といった野外用調査機器が一番多く

次いでマイクロコンピュｰタ等のデｰタ処理機そして分

析関係機器となっている･3年を通してみると野外

機器よりむしろデｰタ処理･解析関係や機器分析関係の

備品が年々増加する傾向がある.しかしこれについて

も57年度以降の調査結果が待たれる.この種の調査は�
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研究の動向や研究内容の質的変遷を間接的に見るのに適

している.

5今後の問題点

今回マイコン用に作成した物品管理プログラムは作

業量と質からみてまだ“物品管理"とまではいかない

かも知れない.本格的に物品管理に取組むためには

HITACL-330(地質調査所が予算･総与管理に用いているコ

ンピュｰタｰでCPUメモリｰ512KBディスク容量100MB)

クラスの機種を用いかつ業者によるソフトウェア作

成を行わなければならないであろう.しかし予算的な

ことやOA革命と言われる世情に照らして考えると

今後ワｰドプロセッサｰを含めた事務へのパソコンクラ

スの機種の導入は間違いない.そうなると内部努力

により物品管理のかたりの作業がパソコンあるいはマイ

コンの領域でも処理できるはずである.この観点から

企画室で行った作業上の問題点を2･3述べてみたい｡

一つはコンピュｰタに先行する問題として物品の適

切な区分についてである.物品が目的に応じて適切に

購入されかつ保有されているかどうかを調べるためには

物品の使用目的とか使用範囲とかを適切に区分しておく

必要カミある.これは研究用備品の場合調査･研究の

動向や変遷を捕えたり備品購入の適切な予算査定たど

を行う上で重要なことである.区分に関しては物品管

理法施行令に基づく品目区分があり物品は①電気機

器②通信機器③工作機器④木工機器⑤土木機器

⑥試験及び測定機器など14項目に区分されている.し

かしこの区分だと地質調査所の場合研究用備品はほ

とんど⑥の試験及び測定機器に該当し区分の意味がなく

なってしまう.したがってさらに研究内容や目的に

合わせた細区分の必要性が生じてくる.例えば地質

調査所研究用備品は一つの案として①野外用小型機

器②野外用大型機器③試料処理用機器④室内観

察用機器⑤室内実験･分析用機器⑤デｰタ処理･保

管用機器等に細区分することが考えられる･区分は非

常にむずかしい問題であるカミ今述べたことや備品の整

理を考えると一度は検討すべき課題である･

さて次の問題としてはデｰタ入力の簡素化やデｰタの

共用化が挙げられる･折角コンピュｰタを使用して

も入力が大変でそのため逆に作業量が増加してはメリ

ットがあるとは言えたい･備品カｰドの場合はマｰク

カｰド方式に変えて入力を簡素化することが考えられる.

またこれより重要狂ことはデｰタの共用化である.す

なわち一つの入力デｰタが多種類の作業に共用できなけ

れぱいけない.例乏は物品管理官が行ったある命令手

第3表

記号番号
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昭和56年度購入備品の品名と個数(8個以上のみ)

品名

折i)たたみいす

電動計算機(電卓)

レンズ

本立

移動台(ラボカｰト)

カメラ

鉱物標本

カｰドケｰス

高度計

整理引出(マップケｰス)

トランク

ハンドレベル

白金るつぼ

クリノメｰタ

トランシｰバｰ

デｰタ･レコｰダｰ

マイクロ･コンピュｰタｰ

グラフィック･ディスプレイ装置

pHメｰタｰ

ストロボ

トランス

地震計

個数

㌸

㈱

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

続中のデｰタが物晶出納官や物品供用官においても使用

できると言った具合である.要するにある程度デｰタ

ベｰスに近い形で入力デｰタを処理することを考えてお

かねばなるまい.そうすれば備品カｰドの提出とい

う二度手間も省けることになる.

最後にコンピュｰタのハｰド的ソフト的問題がある.

最近はコンピュｰタ本体の低価格化内外部記憶容量の

大規模化さらには漢字プリンタｰの出現へと進んでぎ

ているのでハｰド的に問題はなくたるであろう.残る

はソフトの問題のみである.BASIC言語を中心に考

えた場合漢字の取扱いはまだまだやっかいである.

日本語ワｰドプロセッサｰの出現により事務処理にお

いてワｰプロ漢字が出回るようになったがまだワｰ

プロと計算機能は分離している.この辺の事情につい

ては年々改良されると思うが計算機の演算処理の中で

の漢字使用が常識化されることに期待したい･また

デｰタファイルに関する市販ソフトウェアが質･量とも

充実することが望まれる.
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